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さ
い
た
ま
市
介
護
支
援
専
門
員
協
会　

第
２
回
全
体
研
修

　
「
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
理
念
に
つ
い
て
」

開
催
日
時　

平
成
27
年
７
月
22
日
（
水
）　

14
時
00
分
～
16
時
30
分

開
催
場
所　

浦
和
ふ
れ
あ
い
館

参
加
人
数　

53
名

　

今
年
度
、
研
修
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進

委
員
会
で
は
、
全
体
研
修
と
し
て
「
基
調

講
演
」「
新
人
研
修
」「
講
演
」「
ケ
ア
プ

ラ
ン
研
修
」「
人
材
育
成
研
修
」
を
計
画
し

た
。
今
回
は
第
２
弾
「
新
人
研
修
」
を
開

催
、
企
画
、
実
行
を
研
修
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
推
進
委
員
会
で
２
部
構
成
で
行
っ
た
。

　

第
１
部
は
、研
修
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進

委
員
会
、
保
坂
由
枝
副
委
員
長
が
「
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
理
念
に
つ
い
て
」
と
題
し

て
講
義
を
行
っ
た
。
介
護
支
援
専
門
員
の

業
務
の
基
本
、
望
ま
し
い
介
護
支
援
専
門

員
像
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
経
過
、
業

務
の
悩
み
、
介
護
支
援
専
門
員
倫
理
綱
領

な
ど
に
つ
い
て
実
例
な
ど
を
交
え
、解
説
、

初
心
者
に
も
大
変
分
か
り
や
す
く
、
か
つ

管
理
者
や
主
任
介
護
支
援
専
門
員
な
ど
で

も
尊
厳
の
保
持
や
自
立
支
援
、
生
活
の
質

の
向
上
、
倫
理
綱
領
な
ど
日
頃
の
業
務
に

追
わ
れ
る
な
か
、
一
番
大
事
な
も
の
を
改

め
て
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

さ
ら
に
27
年
度
さ
い
た
ま
市
に
新
た
に

設
置
さ
れ
た
「
い
き
い
き
長
寿
推
進
課
」

や
「
さ
い
た
ま
市
第
６
期
介
護
保
険
事
業

計
画
」
に
つ
い
て
の
案
内
、「
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
」
へ
介
護
支
援
専
門
員
と
し

て
の
積
極
的
な
関
与
を
し
て
い
く
意
義
も

理
解
で
き
た
。

　

休
憩
を
挟
ん
で
第
２
部
は
、
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
行
っ
た
。グ
ル
ー
プ
は
７
つ
。偶

数
班
は
「
相
談
で
き
る
場
所
は
あ
り
ま
す

か
？
」
奇
数
班
は
「
上
手
く
連
携
を
取
れ

な
い
の
は
な
ぜ
か
な
？
」
と
2
つ
の
テ
ー

マ
。
約
１
時
間
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
ど

の
班
も
盛
り
上
が
り
、
話
し
足
り
な
い
ほ

ど
で
あ
っ
た
。

　
「
相
談
で
き
る
場
所
は
あ
り
ま
す
か
」に

つ
い
て
は
、
単
独
ケ
ア
マ
ネ
さ
ん
や
少
人

数
事
業
者
は
、「
相
談
す
る
人
が
い
な
い
」

「
元
の
職
場
」「
知
り
合
い
の
ケ
ア
マ
ネ
さ

ん
」
に
相
談
は
し
て
い
る
が
、「
す
ぐ
に
相

談
で
き
る
」「
他
の
方
の
プ
ラ
ン
や
担
当

者
会
議
に
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
多

人
数
の
ケ
ア
マ
ネ
事
業
者
を
羨
む
声
が
聞
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の「
自
分
が
利
用
者
で
あ
っ
た
ら

『
理
想
の
ケ
ア
マ
ネ
』
を
思
い
浮

か
べ
て
み
る
」
の
引
用
が
あ
り
、

一
人
ひ
と
り
が
自
己
研
鑽
し
自

分
た
ち
が
介
護
支
援
専
門
員
と

し
て
活
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

か
れ
た
反
面
、「
上
司
や
同
僚
に

は
相
談
し
に
く
い
」と
い
う
話
も

あ
っ
た
。
他
機
関
で
は
、包
括
や

役
所
に
は
相
談
す
る
が「
答
え
が

出
な
い
こ
と
も
多
い
」「
た
ら
い

ま
わ
し
に
さ
れ
た
」な
ど
課
題
も

多
か
っ
た
。
そ
ん
な
中「
本
日
の

研
修
な
ど
を
利
用
し
て『
さ
い
た

ま
市
介
護
支
援
専
門
員
協
会
』を

う
ま
く
活
用
し
よ
う
。宮
本
会
長

に
相
談
し
よ
う
」と
い
う
声
も
上

が
っ
た
。

　
「
上
手
く
連
携
を
取
れ
な
い
の

は
な
ぜ
か
な
？
」
に
つ
い
て
は
、

「
医
療
は
苦
手
意
識
が
先
立
つ
」

等
が
多
い
が
「
研
修
会
や
食
事

会
で
打
ち
解
け
て
お
く
と
良
い
」

「
往
診
に
同
行
す
る
」「
ま
ず
は
訪

問
看
護
と
連
携
す
る
」
な
ど
の

意
見
も
あ
っ
た
。
他
に
は
家
族
、

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
役
所
、
自
治

会
、民
生
委
員
な
ど
地
域
支
援
事

業
に
向
け
多
々
挙
が
る
が「
ま
ず

は
自
分
が
行
動
す
る
こ
と
が
大

事
、
そ
れ
が
連
携
に
つ
な
が
る
」

等
課
題
は
あ
る
が
介
護
支
援
専

門
員
と
し
て
意
義
を
再
確
認
し

前
向
き
な
意
見
が
多
か
っ
た
。

　

最
後
に
、
宮
本
会
長
か
ら
平

成
25
年
に
逝
去
さ
れ
た
元
日
本

福
祉
大
学
教
授
の
故
野
中
猛
様

利
用
者
は
も
ち
ろ
ん
社
会
全
体

の
利
益
に
も
結
び
付
く
よ
う
に
、

「
こ
の
協
会
を
是
非
つ
な
が
る
場

所
に
し
ま
し
ょ
う
」と
い
う
協
会

の
存
在
意
義
を
確
認
で
き
た
研

修
会
で
あ
っ
た
。

さ
い
た
ま
市
介
護
支
援
専
門
員
協
会　

第
３
回
全
体
研
修　

　
「
２
０
２
５
年
に
向
け
た
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の
姿
」

　
「
介
護
情
報
連
携
シ
ー
ト
」

開
催
日
時　

平
成
27
年
９
月
12
日
（
土
）　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

開
催
場
所　

埼
玉
会
館　

２
Ｆ
ラ
ウ
ン
ジ

　

第
３
回
全
体
研
修
は
、「
２
０

２
５
年
に
向
け
た
居
宅
介
護
支

援
事
業
所
の
姿
」
に
つ
い
て
、

株
式
会
社
日
本
高
齢
支
援
セ
ン

タ
ー
・
ケ
ア
マ
ネ
研
究
所
代
表　

戸
田
正
雄
氏
を
お
迎
え
し
ご
講

義
を
い
た
だ
い
た
。

　

戸
田
氏
は
、独
立
型
居
宅
介
護

支
援
事
業
所
を
３
ヵ
所
経
営
さ

れ
て
い
る
。今
回
の
平
成
27
年
度

介
護
保
険
制
度
改
正
は
、「
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と

費
用
負
担
の
公
平
化
」を
は
か
る

こ
と
が
目
的
。
戸
田
氏
は
、「
今

後
、団
塊
の
世
代
が
75
歳
に
到
達

す
る
２
０
２
５
年
の
備
え
の
第

一
歩
と
考
え
て
ほ
し
い
」
と
い

う
。主
な
改
正
ポ
イ
ン
ト
は
５
つ

１
．
全
国
一
律
の
予
防
給
付（
訪

問
介
護
・
通
所
介
護
）
を
地
域

支
援
事
業
へ
移
行

２
．特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
入
居

者
の
制
限

３
．低
所
得
者
の
保
険
料
負
担
軽

減
の
拡
充

４
．一
定
以
上
の
所
得
の
あ
る
利

用
者
の
自
己
負
担
２
割

５
．低
所
得
者
の
施
設
利
用
者
の

補
助
給
付
の
要
件
に
資
産
を

追
加

　

次
に
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
め

ぐ
る
改
正
ポ
イ
ン
ト
は
４
つ

１
．
介
護
保
険
法
の
改
正（
第
69

条
34
の
３
）
…
「
介
護
支
援
専

門
員
は
、
要
介
護
者
等
が
自
立

し
た
日
常
生
活
を
営
む
の
に

必
要
な
援
助
に
関
す
る
専
門

的
知
識
及
び
技
術
の
水
準
を

向
上
さ
せ
、
そ
の
他
そ
の
資
質

の
向
上
を
図
る
よ
う
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
→
法
律
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。

２
．
公
的
研
修
の
見
直
し（
平
成

28
年
度
よ
り
実
施
）
…
専
門
研

修
課
程
Ⅱ
研
修
を
除
き
各
研

修
に
時
間
拡
大
。
研
修
時
間
と

は
別
に
修
了
評
価
の
実
施
。

３
．居
宅
介
護
支
援
事
業
の
指
定

権
限
を
都
道
府
県
か
ら
市
町

村
へ
移
行
（
平
成
30
年
度
よ
り

実
施
）

４
．
地
域
ケ
ア
会
議
の
実
施
（
２

０
１
８
年
度
ま
で
に
準
備
）

　

今
後
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
へ

の
影
響
と
し
て「
介
護
支
援
専
門

員
の
能
力
開
発
」「
目
の
届
く
個

別
指
導
の
実
施
に
よ
る
市
町
村

の
関
与
強
化
」「
市
町
村
の
関
与

強
化
と
意
見
交
換
」が
想
定
さ
れ

る
と
い
う
。

　

現
在
、第
１
号
被
保
険
者
か
ら

徴
収
す
る
介
護
保
険
料
は
、
全

国
平
均
５
５
１
４
円
、改
正
前
の

４
９
７
２
円
か
ら
11
％
増
え
た
。

一
方
、介
護
報
酬
は
2.27
％
の
引
き

下
げ
。ご
利
用
者
か
ら
み
る
と
事

業
所
は
報
酬
が
下
が
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、介
護
保
険
料
が
上

が
る
こ
と
に
疑
問
に
思
う
利
用

者
も
い
る
た
め
、き
ち
ん
と
説
明

す
る
こ
と
も
大
切
と
話
す
。

　

今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
、
診

療
報
酬
改
定
（
２
年
に
１
回
）
と

介
護
報
酬
改
定
（
３
年
に
１
回
）

の
同
時
改
定
は
、
２
０
２
５
年
ま

で
に
18
年
と
24
年
の
２
回
行
わ

れ
る
。
こ
の
と
き
に
非
常
に
大
き

な
改
定
に
な
る
可
能
生
が
あ
る
。

そ
こ
で
参
考
に
な
る
の
が
、
さ
い

た
ま
市
が
作
る
「
第
６
期
介
護
保

険
事
業
計
画
」。
こ
の
中
に
ケ
ア

プ
ラ
ン
の
適
正
化
や
地
域
支
援

事
業
、
各
区
の
方
針
や
事
業
計
画
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が
書
い
て
あ
る
の
で
、
理
解
し
て

い
な
い
と
方
針
や
計
画
に
沿
っ
た

仕
事
が
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
、
２
０
１
８
年
以
降
、
仕

事
が
ど
う
変
化
す
る
か
に
つ
い

て「
２
０
３
５
年
保
健
医
療
提
言

書
」の
介
護
に
関
係
す
る
箇
所
を

み
て
お
く
と
、今
後
の
方
向
性
が

見
え
て
く
る
。こ
の
中
に
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
実
現
を
推

進
す
る
た
め
の
総
合
相
談
窓
口

と
し
て
、地
域
総
合
ケ
ア
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
設
置
の
検
討
や
要
介

護
状
態
改
善
に
つ
い
て
の
評
価
、

報
酬
設
定
の
基
本
的
な
考
え
方

な
ど
、今
後
の
医
療
介
護
の
あ
り

方
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
。戸

田
氏
は
、今
日
の
結
論
と
し
て
こ

の
２
つ
に
つ
い
て
ぜ
ひ
目
を
通

し
て
ほ
し
い
と
話
す
。

　

最
後
に
介
護
保
険
法
と
Ｉ
Ｃ

Ｆ
に
つ
い
て
、「
Ｉ
Ｃ
Ｆ
に
基
づ

く
と
課
題
整
理
総
括
表
が
理
解

で
き
る
。地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
自
体
が
Ｉ
Ｃ
Ｆ
の
概
念
か
ら

発
展
し
た
施
策
で
、Ｉ
Ｃ
Ｆ
を
押

さ
え
る
と
業
務
を
進
め
る
上
で

非
常
に
よ
く
整
備
さ
れ
る
」ま
た

「
介
護
保
険
と
関
連
法
規
に
つ
い

て
、
読
み
づ
ら
い
部
分
も
あ
る

が
、仕
事
な
の
で
無
理
し
て
で
も

読
ん
で
ほ
し
い
」
と
強
調
し
た
。

「
介
護
情
報
連
携
シ
ー
ト
」

　
「
介
護
情
報
連
携
シ
ー
ト
」
に

つ
い
て
、さ
い
た
ま
市
社
会
福
祉

協
議
会　

包
括
・
在
支
総
合
支
援

セ
ン
タ
ー　

片
山
波
路
氏
よ
り

ご
説
明
を
い
た
だ
い
た
。

　

片
山
氏
は
、昨
年
11
月
か
ら
さ

い
た
ま
市
立
病
院
と
社
協
総
合

支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
共
同
で
活

用
し
て
お
り
、
ケ
ア
マ
ネ
支
援

会
議
等
で
そ
の
目
的
と
運
用
基

準
の
説
明
を
行
っ
て
い
る
。
目

的
は
、
入
退
院
す
る
患
者
（
利

用
者
）
に
つ
い
て
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
と
病
棟
看
護
師
が
統
一

し
た
シ
ー
ト
で
情
報
伝
達
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
患
者
（
利
用

者
）の
変
化
に
適
切
か
つ
迅
速
に

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
は
か
る
こ

と
。

　

対
象
者
は
、①
自
宅
に
て
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
を
使
用
し
て
い

た
が
、
入
院
と
な
っ
た
利
用
者

（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
記
入
）　

②
入
院
中
に
新
た
に
介
護
保
険

を
申
請
し
、退
院
後
に
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
の
使
用
を
開
始
す
る

患
者
（
病
棟
の
看
護
師
が
記
入
）

　

介
護
情
報
連
携
シ
ー
ト
は
、さ

い
た
ま
市
立
病
院
専
用
の
様
式

緑
区
活
動
報
告　
「
緑
太
郎
ケ
ア
マ
ネ
お
茶
会
」

　
「
医
療
と
介
護
の
連
携
を
め
ざ
し
て
」

開
催
日
時　

平
成
27
年
７
月
17
日
（
金
）

開
催
場
所　

お
ふ
く
ろ
さ
ん
集
会
所

　

本
年
度
第
一
回
の
緑
太
郎
ケ
ア

マ
ネ
カ
フ
ェ
が
行
わ
れ
、
今
回
出

入
り
自
由
の
自
由
参
加
で
は
な
く
、

会
員
限
定
に
て
開
催
し
、
７
名
と

少
人
数
で
の
参
加
で
あ
っ
た
が
、

平
成
27
年
度
介
護
報
酬
改
定
Ｑ
＆

Ａ
を
も
と
に
勉
強
会
を
行
っ
た
。

　

居
宅
介
護
支
援
費
の
区
分
に
つ

い
て
、
居
宅
介
護
支
援
と
介
護
予

防
支
援
の
両
方
の
利
用
者
の
数
を

も
と
に
算
定
し
て
い
る
が
、
そ
の

解
釈
も
様
々
で
あ
り
、
現
在
予
防

で
は
な
い
の
で
、他
の
病
院
の
入

院
時
情
報
提
供
用
紙
と
し
て
も

使
用
可
能
。
た
だ
し
、本
来
の
正

し
い
運
用
を
し
て
も
ら
え
る
の

は
、
さ
い
た
ま
市
立
病
院
の
み

で
、
他
の
病
院
の
場
合
、
退
院
時

に
こ
の
用
紙
を
活
用
し
て
い
た

だ
け
る
か
ど
う
か
は
病
院
の
判

断
に
な
る
と
の
こ
と
。

　

看
護
サ
マ
リ
ー
に
つ
い
て
、

「
さ
い
た
ま
市
立
病
院
で
は
、
看

護
師
間
の
情
報
共
有
の
媒
体
と

い
う
考
え
の
元
に
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
の
方
に
は
お
出
し
し
て

い
な
い
。看
護
サ
マ
リ
ー
が
必
要

な
場
合
は
、担
当
の
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
相
談
し
て
共
有

し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し

た
い
」。

※　

介
護
情
報
連
携
シ
ー
ト
は
、

さ
い
た
ま
市
社
会
福
祉
協
議
会

包
括
・
在
支
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

そ
の
他
個
別
サ
ー
ビ
ス
計
画
書
の

提
出
依
頼
に
つ
い
て
、
地
域
ケ
ア

会
議
へ
の
協
力
等
に
つ
い
て
の
運

営
基
準
へ
の
記
載
の
必
要
性
な
ど
、

委
託
の
人
数
制
限
が
な
い
の
だ
か

ら
、
予
防
２
名
を
１
名
と
計
算
し

人
数
に
加
え
な
く
て
も
い
い
の
で

は
と
の
意
見
も
出
た
。
今
回
の
Ｑ

＆
Ａ
に
て『
新
し
い
介
護
予
防
ケ
ア

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』に
つ
い
て
は
取
り

扱
い
件
数
に
含
ま
れ
な
い
と
の
解

釈
か
ら
、『
地
域
総
合
事
業
』
に
移

行
に
な
っ
て
か
ら
も
介
護
予
防
ケ

ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、
取
り
扱
い

件
数
に
含
ま
れ
な
い
と
の
解
釈
で

あ
る
と
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
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緑
区
活
動
報
告

　

緑
太
郎
ケ
ア
マ
ネ
カ
フ
ェ

開
催
日
時　

平
成
27
年
９
月
29
日
（
火
）　

17
時
00
分
～

開
催
場
所　

お
ふ
く
ろ
さ
ん

桜
区
・
西
区
活
動
報
告

「
排
便
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
等
を
通
し
て
訪
問
看
護
と
の
交
流
会
・

意
見
交
換
」

開
催
日
時　

平
成
27
年
８
月
11
日
（
火
）
16
時
30
分
～
17
時
45
分

開
催
場
所　

プ
ラ
ザ
ウ
エ
ス
ト　

４
階　

第
４
セ
ミ
ナ
ー
室

　
「
皆
さ
ん　

便
秘
で
困
っ
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
小
児
か
ら

大
人
ま
で
一
度
は
便
秘
で
悩
ま
れ

た
経
験
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。」

　

今
回
は
イ
チ
ジ
ク
製
薬
株
式
会

社
代
表
取
締
役
社
長　

齋
藤
慎
也

氏
、　

薬
事
部
長　

大
江
伸
幸
氏
、

薬
事
部
品
質
管
理
課　

渡
邊
多
恵

子
氏
、　

南
区
・
西
区
・
中
央
区
・

桜
区
の
訪
問
看
護
の
方
を
お
招
き

し
「
高
齢
者
の
便
秘
」
排
便
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
・
イ
チ
ジ
ク
浣
腸
に
つ

い
て
ご
講
義
を
い
た
だ
い
た
。

　

始
め
に
イ
チ
ジ
ク
製
薬
代
表
取

締
役
社
長　

齋
藤
氏
よ
り
ご
挨
拶

を
い
た
だ
い
た
。
イ
チ
ジ
ク
浣
腸

は
大
正
14
年
、
田
村
廿
三
郎
医
師

の
考
案
に
よ
り
「
イ
チ
ジ
ク
印
軽

便
浣
腸
」
と
し
て
産
声
を
あ
げ
た
。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
は
作
ら

ず
、イ
チ
ジ
ク
浣
腸
一
筋
、今
日
ま

で
90
年
に
わ
た
り
多
く
の
方
々
か

ら
ご
支
持
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、

日
本
記
念
日
協
会
よ
り
、
１
と
19

「
イ
チ
（
１
）
ジ
ク
（
19
）」
の
語

呂
合
わ
せ
か
ら
「
１
月
19
日
」
が

「
イ
チ
ジ
ク
浣
腸
の
日
」
と
し
て
記

念
日
に
制
定
さ
れ
た
。
年
末
年
始

の
乱
れ
た
食
生
活
や
寒
い
た
め
の

水
分
不
足
、
運
動
不
足
に
よ
る
便

秘
が
気
に
な
る
こ
の
時
期
を
、
快

腸
に
過
ご
し
て
も
ら
い
た
い
と
の

願
い
も
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　

次
に
薬
事
部
品
質
管
理
課　

渡

辺
氏
よ
り
ご
講
義
を
い
た
だ
い
た
。

「
便
秘
っ
て
？
」

１
．
３
日
以
上
排
便
が
な
い
。

２
．
毎
日
排
便
が
あ
っ
て
も
残
便

感
が
あ
る
。

細
か
な
情
報
交
換
が
で
き
、
有
意

義
な
会
と
な
っ
た
。

　

こ
こ
は
ど
う
な
の
？
と
普
段
疑

問
や
不
安
に
思
っ
て
い
る
こ
と
を

恥
ず
か
し
が
ら
ず
に
情
報
交
換
し

て
い
き
な
が
ら
、
ケ
ア
マ
ネ
の
知
識

の
向
上
が
地
域
の
力
に
繋
が
れ
ば

よ
い
と
感
じ
た
。
皆
楽
し
く
参
加
す

る
こ
と
が
で
き
、
改
め
て
情
報
交
換

の
大
切
さ
を
含
め
、
参
加
者
か
ら

は
、「
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
り
や
す
い

職
種
だ
よ
ね
」「
ケ
ア
マ
ネ
の
抱
え

る
苦
悩
や
思
い
は
ケ
ア
マ
ネ
で
な

い
と
理
解
し
て
も
ら
え
な
い
」、「
頭

が
疲
れ
る
仕
事
だ
よ
ね
」
と
の
発
言

も
あ
り
、「
そ
う
よ
ね
！
」
と
皆
で

口
を
揃
え
る
場
面
も
あ
っ
た
。
緑
太

郎
ケ
ア
マ
ネ
カ
フ
ェ
も
回
を
重
ね

る
ご
と
に
心
の
通
っ
た
関
わ
り
が

も
て
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

３
．
コ
ロ
コ
ロ
便
が
続
い
て
い
る
。

　

一
つ
で
も
当
て
は
ま
れ
ば
「
便

秘
」
と
考
え
て
よ
い
。

　

高
齢
の
方
の
便
秘
の
原
因
と
し

て
、

１
．
水
分
の
摂
取
量
が
少
な
い（
ト

イ
レ
が
近
く
な
る
の
が
心
配
・

量
を
た
く
さ
ん
摂
れ
な
い
）。

２
．
食
生
活
の
変
化（
繊
維
質
の
も

の
が
食
べ
に
く
く
な
っ
た
。食
事

量
の
低
下
。胃
腸
の
機
能
低
下
）。

３
．
運
動
不
足
（
加
齢
と
共
に
体

を
動
か
し
づ
ら
く
な
っ
た
。
腹

筋
の
低
下
、
力
ん
で
便
を
出
す

力
の
低
下
）
便
が
肛
門
近
く
ま

で
来
て
い
る
の
に
詰
ま
っ
て
し

ま
い
出
な
い
！

　

肛
門
付
近
に
詰
ま
っ
て
し
ま
っ

た
便
の
排
出
に
最
適
な
の
が
イ
チ

ジ
ク
浣
腸
。
そ
の
効
果
は
、

１
．
直
腸
に
直
接
刺
激
を
与
え
腹

圧
を
高
く
す
る
。

２
．
便
の
滑
り
を
よ
く
す
る
。

３
．
便
を
軟
ら
か
く
す
る
。

イ
チ
ジ
ク
浣
腸
は
一
人
で
で
き
る

よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
た
め
、自
分

で
行
う
こ
と
が
一
番
良
い
。し
か
し

高
齢
に
な
る
と
自
分
で
浣
腸
を
行

う
こ
と
が
難
し
い
。多
く
は
ト
レ
イ

の
便
座
に
座
っ
て
行
う
が
、本
来
は

身
体
の
左
側
が
下
に
、リ
ラ
ッ
ク
ス

し
た
状
態
で
浣
腸
を
少
し
ず
つ
挿

入
し
て
い
く
。
イ
チ
ジ
ク
浣
腸
は
、

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
、
10
月
１
日

か
ら
導
入
さ
れ
る
「
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
」
に
つ
い
て
、「
ケ
ア
マ
ネ
は

ど
こ
ま
で
や
れ
ば
い
い
の
か
な
？

利
用
者
支
援
…
」
な
ど
、
フ
リ
ー

ト
ー
ク
で
開
催
し
た
。

　

出
席
者
は
緑
区
の
他
、
岩
槻
区
、

大
宮
区
、
北
区
、
浦
和
区
か
ら
も

参
加
が
あ
り
、
緑
区
で
は
新
た
に

１
名
の
入
会
が
あ
っ
た
。
和
や
か

な
雰
囲
気
の
中
、
そ
れ
ぞ
れ
持
っ

て
い
る
ケ
ー
ス
の
相
談
や
事
業
所

の
特
徴
な
ど
の
情
報
を
交
換
し
た

り
、
ま
た
テ
ー
マ
以
外
の
こ
と
に

も
花
が
咲
い
た
。

　

顔
の
見
え
る
関
係
を
作
る
こ
と

で
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、

お
互
い
の
向
上
に
繋
が
る
良
い
機

会
と
な
っ
た
。



5

下
剤
と
は
違
い
液
を
肛
門
か
ら
注

入
す
る
こ
と
で
便
を
軟
ら
か
く
す

る
役
割
が
あ
る
。成
分
は
グ
リ
セ
リ

ン
50
％
・
添
加
物
：
ベ
ン
ザ
ル
コ
ニ

ウ
ム
塩
化
物
・
溶
剤
：
精
製
水
で
で

き
て
い
る
。

　
「
液
は
甘
い
で
す
よ
！
な
め
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
な
め
て
み
て

く
だ
さ
い
」
と
参
加
者
全
員
が
掌

に
液
を
た
ら
し
実
際
に
な
め
て
み

た
。
参
加
者
か
ら
確
か
に
「
甘

い
！
」
と
の
声
が
あ
が
り
、安
全
の

証
し
で
も
あ
る
。
即
効
性
が
あ
り

３
～
10
分
で
効
果
が
表
れ
る
。
ま

た
浣
腸
は
他
の
便
秘
薬
と
併
用
も

で
き
る
。

　

続
い
て
、
各
グ
ル
ー
プ
４
つ
に

分
か
れ
イ
チ
ジ
ク
製
薬
の
方
と
訪

問
看
護
の
方
と
の
意
見
交
換
を

行
っ
た
。

　

多
く
の
意
見
と
し
て
、

Ｑ
１
「
浣
腸
を
す
る
と
癖
に
な
り

ま
せ
ん
か
？
」
の
質
問
が
あ
り
、

Ａ
「
ク
セ
に
は
な
り
ま
せ
ん
」

他
に
も

Ｑ
２
「
効
果
が
な
い
時
は
ど
う
す

れ
ば
良
い
の
か
？
」　

Ａ
「
30
分
～
１
時
間
後
に
も
う
一

度
浣
腸
液
を
い
れ
て
み
て
く
だ

さ
い
」

Ｑ
３
「
適
便
と
浣
腸
で
は
ど
ち
ら

～
フ
リ
ー
ト
ー
ク
に
よ
る
情
報
交

換
会
～　

　

恒
例
の
施
設
ケ
ア
マ
ネ
サ
ロ
ン

で
す
が
、
今
回
は
施
設
に
勤
務
す

る
介
護
支
援
専
門
員
及
び
施
設
職

員
で
あ
れ
ば
非
会
員
の
方
で
も
参

加
で
き
る
、
オ
ー
プ
ン
形
式
で
実

施
。
24
名
の
方
が
参
加
し
た
。

　

普
段
の
業
務
の
中
で
疑
問
に
感

じ
て
い
る
こ
と
や
、
困
っ
て
い
る

こ
と
を
テ
ー
マ
に
フ
リ
ー
ト
ー
ク

で
の
情
報
交
換
会
と
し
た
。

　

５
～
６
名
の
グ
ル
ー
プ
（
構

施
設
ケ
ア
マ
ネ
サ
ロ
ン
の
報
告

テ
ー
マ　
「
い
ま
さ
ら
聞
け
な
い
ケ
ア
プ
ラ
ン
。施
設
の
ケ
ア

マ
ネ
に
つ
い
て
語
ろ
う
よ
！
」

開
催
日
時　

平
成
27
年
７
月
18
日
（
土
）
14
時
00
分
～
16
時
00
分

開
催
場
所　

西
部
文
化
セ
ン
タ
ー　

ア
ト
リ
エ
工
作
室
（
西
区
）

成
も
違
う
施
設
・
種
類
）
に
て
、

様
々
な
意
見
が
聞
け
る
よ
う
に
配

置
し
た
。「
職
員
さ
ん
と
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
と
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
対
す

る
温
度
差
や
落
と
し
込
み
に
つ
い

て
の
疑
問
と
こ
う
し
て
い
る
よ
と

い
う
意
見
、
ま
た
ケ
ア
マ
ネ
業
務

だ
け
で
は
す
ま
ず
に
、
様
々
な
仕

事
が
追
加
さ
れ
て
自
分
の
仕
事
が

進
ま
な
い
傾
向
が
あ
る
」
と
の
意

見
も
あ
っ
た
。
ご
家
族
の
ニ
ー
ズ

と
ご
本
人
の
ニ
ー
ズ
の
格
差
や
実

際
に
実
現
が
困
難
な
場
合
の
ケ
ー

が
良
い
の
で
し
ょ
う
か
？
」

Ａ
「
自
力
で
出
せ
る
こ
と
が
一

番
良
い
の
で
す
が
、
浣
腸
だ
け

で
で
る
な
ら
ば
浣
腸
の
方
が
良

い
。
便
秘
薬
と
の
併
用
も
一
つ

の
方
法
」

Ｑ
４
「
浣
腸
容
器
が
立
た
な
く
て

使
い
に
く
い
・
浣
腸
液
が
最
後

ま
で
入
ら
ず
容
器
に
残
っ
て
し

ま
う
。
ノ
ズ
ル
の
向
き
が
動
か

ず
浣
腸
し
に
く
い
」

Ａ　
「
こ
の
よ
う
な
お
客
様
か
ら

の
ご
要
望
も
多
く
寄
せ
ら
れ
、

容
器
の
部
分
を
ジ
ャ
バ
ラ
に
改

良
、
ノ
ズ
ル
ネ
ッ
ク
の
と
こ
ろ

を
ジ
ャ
バ
ラ
に
し
て
曲
げ
ら
れ

る
よ
う
に
改
良
、
ノ
ズ
ル
の
長

さ
を
５
セ
ン
チ
の
も
の
を
製
造

し
ま
し
た
」

　

他
に
、「
浣
腸
の
体
勢
は
左
側
臥

位
が
良
い
と
さ
れ
ま
す
が
現
状
は

難
し
い
」
と
の
声
や
「
イ
チ
ジ
ク
浣

腸
液
は
下
剤
だ
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、今
回
の
講
義
で
便
を
軟
ら
か

く
す
る
た
め
の
液
と
初
め
て
知
り

ま
し
た
」
と
の
感
想
も
聞
か
れ
た
。

　

従
来
は
、
浣
腸
は
医
療
法
で
医

師
・
看
護
師
し
か
使
用
で
き
な

か
っ
た
が
、
平
成
17
年
の
改
正
に

よ
り
、
以
下
の
浣
腸
に
つ
い
て
は

安
全
面
か
ら
介
護
従
事
者
に
よ
り

一
般
在
宅
に
て
使
用
可
能
と
な
っ

た
。
一
般
医
薬
品
と
し
て
ド
ラ
ッ

ク
等
で
販
売
さ
れ
て
い
る
。

１
．
使
い
捨
て
の
浣
腸
で
あ
る
こ

と

２
．
ノ
ズ
ル　

５
～
６
セ
ン
チ
程

度
以
内

３
．
40
ｇ
程
度

　

浣
腸
を
使
用
す
る
こ
と
に
抵
抗

を
持
つ
方
も
多
い
と
思
う
が
、
今

回
の
講
義
や
話
を
聞
い
て
浣
腸
そ

の
も
の
の
安
全
性
や
効
果
に
つ
い

て
安
心
感
が
も
て
た
。
便
秘
は
人

間
の
永
遠
の
テ
ー
マ
、
上
手
く
活

用
す
る
こ
と
で
快
適
な
生
活
が
送

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

ス
な
ど
目
標
設
定
の
難
し
さ
に
つ

い
て
な
ど
、
貴
重
な
意
見
を
共
有

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ひ
と
つ
ひ

と
つ
の
意
見
に
皆
さ
ん
「
あ
る
よ

ね
！
」
と
共
感
さ
れ
な
が
ら
大
い

に
盛
り
上
が
り
、
時
間
の
経
過
を

忘
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
だ
っ
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
は
、「
他
の
施

設
の
話
を
聞
け
て
良
か
っ
た
」「
こ

う
い
っ
た
機
会
に
ま
た
参
加
し
た

い
」
と
の
意
見
が
大
多
数
を
占
め

た
が
「
他
施
設
が
ど
ん
な
所
で
、業

務
や
取
り
組
み
の
違
い
を
知
る
こ

と
が
で
き
た
」「
困
っ
て
い
る
こ
と

を
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
、
す
っ

き
り
し
た
」
な
ど
の
感
想
が
聞
か

れ
た
。

　

所
属
施
設
の
内
訳
で
は
、
特
養

６
名
、老
健
５
名
、有
料
老
人
ホ
ー

ム
８
名
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
５
名
、

の
ご
参
加
を
い
た
だ
い
た
。

　

最
後
に
、
数
名
の
方
か
ら
の
入

会
希
望
を
受
付
け
た
こ
と
を
報
告

す
る
。
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リニューアルしたので見てくださ〜い !!

〒 331 －0823　埼玉県さいたま市北区日進町２丁目 1864 － 10

JS 日進　さいたま市社会福祉協議会内　さいたま市介護支援専門員協会
電話　048 －782 －6839　FAX　048－782－6840

事 務 局

ホームページ
h t t p : / / www . s a i t am a s h i - k e am a n e . j p　

ちょっと   coffee  break

　第２号被保険者としてはや数年。
　利用者として関わるチャンスがちらちら見える年齢と
なりました。「もし自分が利用者になったら」の想像が現実
に近づきつつあります。試しに理想の老後（デイ利用日）
を書き出してみようと思います。

8：00 起床。
　朝食はパンのみ。前日の配食のおかずが残っていたら一
緒につまむ。薬は気が向いたら飲む。忘れることが多い。
9：15 デイから今日は利用日と電話が入る。
　「今日だった？嫌だ忘れてた！私も年ねえ」と毎回同じ
台詞を言う。とりあえず洗顔と歯磨きをしてみる。
9：30 デイの迎え。
　鍵を置いた場所も適当なので忘れる。「鍵をかけないで
も大丈夫」と言って職員さんを困らせる。10 分ほど探し、
いらない物がつまったカバンの奥底から鍵を発見。無事出
発。
10：00 デイ到着。
　「今日はお風呂に入らなくていいわ」と職員さんを困ら
せる。集団体操やレクはそれなりに参加。普段話相手がい
ないので他人と話すのは楽しい。「昔はね、私も介護の仕事

会員Ｍ

ちょっと   coffee  break

さいたま市介護支援専門員協会 検索

をしていたのよ」ととんちんかんな知識をひけらかし職員
さんを困らせる。昼薬を忘れて職員さんを困らせる。
16：30 帰宅。
　鍵をその辺に放り出すので置いた場所は忘れる。配食の
ボランティアさんがみえる。お礼といってペットボトルの
お茶やお菓子を押し付け困らせる。
18：30 夕食。
　薬をちゃんと飲むよう言われたことを思い出す。トイレ
に行って戻ってきたら忘れる。
21：00 就寝。
　着替えないでそのまま寝てしまう。訪問ヘルパーさんが
来たら頼みたいことを思いつく。翌朝には忘れる。（ヘル
パーさんにもお茶を勧めたりお菓子を持たせようとして
困らせている）
　現在の私が理想とする 80 代です。
　周囲の人は困っているようですが、本人は自分らしく生
活できているので幸せなのです。特別なことではなく、当
たり前の日常生活を継続していくため適切に支援ができ
ているか？毎日のように考えます。
　利用者もケアマネも自分らしく頑張れるよう、これから
も努力してまいりたいと思います。

平成 27 年度　さいたま市「介護の日」フォーラム　～安心は地域の絆から～　（ご案内）

開催日　平成 27 年 11 月 12 日（木）
場　所　大宮ソニックシティ　４Ｆ　市民ホール第２～第４集会室

第１部　10時 10分～ 11時 40分
　　「高齢化社会における在宅医療のあり方～救急医療の立場から～」

第２部　13時 30分～ 15時 30分
　　「不活発からの脱出～ポジティブなアプローチ～」（パネルディスカッション）
　

あとがき


